
 

 

 

 

 

  新緑がまぶしい季節になり，いつの間にか衣替えの時期が近

づいています。学校は 5 月 11 日の再開が延期となりましたが，

19 日から分散登校が始まり本来の活気が戻りつつあります。 

今回の学校だよりでは修学旅行での３年生の様子を紹介する

つもりでしたが，11 月に延期することを決めました。1 年生の

冒険活動教室は日帰りに縮小し 10 月に延期，2 年生の「宮っ子

チャレンジウィーク」は中止，部活動も夏の総体や文化部のコンクールなどが相次いで中止になっ

ています。先日，高校総体の中止を受けて，ある高校生が新聞の取材に「戦って負けるよりずっと

悔しい」と語っていましたが，やり場のない悔しさは察するに余りあると言えます。残された貴重

な期間で学校が生徒たちにできることを考えていきたいと思います。 

   

 

 

 

 

 

 

 

分散登校が始まりました    
19日から分散登校を開始しました。学校での活動は１，

2時間程度とし，クラスを2つに分けたり，広い教室や体育

館などを使ったりして生徒間の距離を確保しています。ま

た，生徒が触れる場所の消毒に加え，マスク着用や手洗い，

換気などのルールを作って感染防止に努めています。 

この分散登校は，6月からの学校再開に向け，「円滑な授

業再開のための準備期間」と「マスク着用や手洗 

いなどの習慣化を図る期間」と位置付けています 

ので，ご家庭のご理解，ご協力をお願いします。 

＜生徒の皆さんへ＞・・・右の言葉はバスケットボールの八村
はちむら

塁
るい

 

選手が CM の中で昔の自分に語りかけている言葉です。2019 年， 

彼はアメリカ NBA のドラフトでワシントン・ウィザーズから１巡 

目に指名され，入団後も著しい成長を遂げています。昔の自分が壁 

にぶつかりながらもあきらめずにバスケを続けてくれたから今の自分の成長があるというこ

とに感謝している言葉です。 

私たちも未来の自分から「ありがとう」と言ってもらえるようにしたいものです。自分の苦

労や弱さを一番分かっている未来の自分から。

 
 

「ありがとう   
バスケやめんでくれて」  
CM の中で現在の八村選手が 

昔の自分に語りかける言葉 

《生徒の指標》【旭中学校生徒の誓い】 
「世界の旭中学校 私がそれを代表する」 

１．私たちは，心をこめてあいさつをします。 

２．私たちは，時間を守り自ら学習に励みます。 

３．私たちは，他人の気持ちを尊重し助け合います。 

４．私たちは，進んで働きます。 

５．私たちは，社会生活のルールを守ります。 

「３年生の学習支援の様子です。 

生徒を半分に分けて距離を確保しました。」 

「生徒が使った机や椅子，ドアや窓，階段の手すりな

どを職員が毎日消毒しています。」 

フレーフレー 



 いよいよ学校が再開します 
6 月 1 日からいよいよ通常授業に移行します。これまでの消毒やルール

の徹底などに加え，生徒たちが新型コロナウィルスを正しく理解するとと

もに，差別や偏見，いじめが起きないよう教職員全員で指導していきます。 

また，円滑な授業再開のためには，これまでの学習課題を生徒がどのく

らい理解できているかを把握する必要があります。そこで，まず初日は確

認テストを行うことにしました。その結果によって授業内容も検討してい

きます。 

授業以外にも，身体計測や生徒会役員選挙など，これまでできていない

活動を工夫して実施していきます。 

学習の形が変わりつつあります・・・    『黄ぶなの伝説』 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご家庭へのお願い 

  毎日のことで大変ですが，すべての生徒や職員の安全・安心のためどうかよろしくお願いします。

①「毎朝の検温」…早期発見のために必須です。生徒たちは毎朝体温を記録用紙に記入します。感  

染した場合はこの記録が重要な資料になります。 

②「マスクの着用」…これも感染防止のために必須です。忘れた生徒のために学校でも用意してい 

ますが，限りがありますので準備とご指導をお願いします。 

③「栄養や睡眠時間の確保」…免疫力を高めるためによろしくお願いします。 

④「差別や偏見への指導」…学校で指導を徹底しますが，ご家庭と共に 

指導することで理解が深まります。 

 
〇学校からの情報を随時 HP に掲載していますので，ぜひご覧ください。 

○希望する生徒は相談を受けますので，担任まで気軽にご連絡ください。 

既にお知らせしましたが，臨時休業が長引く中，県教委

は初めての取組として，５月２日から６日にかけて小・中・

高校生を対象にTV放送での授業を行いました。2回目の放

送も予定されています。市教委では学校と家庭学習をつな

ぐ「まなびポケット」を導入します。こうした取組はまだ

完全とはいえませんが，学校再開後の家庭学習でも活用で

きると思います。新型コロナウィルスの第2波も危惧され

ますし，台風や大雪，インフルエンザなどによる学校休業

も考えられます。そうした場合でも家庭学習を支援できる

ように準備したいと思います。 

さらに，今後は国の「GIGAスクール構想」で生徒一人に

1台分のタブレットパソコンが学校に配備されます。多く

の授業でタブレット端末が使われるようになります。 

本校でもこうした流れにしっかり対応していきたいと思

います。 

「黄ぶなの折り紙です。

みんなが感染しないよう

にと職員が気持ちを込め

て折りました。各教室の

入り口に飾ってありま

す。」 

「黄ぶながみんなを守っ

てくれますように…」 

昔，宇都宮のある村で天然痘

という病気が大流行し，村人は

病気が治るように神様に懸命

に祈りました。ある日，村人の

一人が病人に食べてもらおう

と，田川で釣りをしたら大きく

て黄色い不思議な鮒を釣り上

げました。病人がそれを食べる

と病気は治り，再びその病気に

かかることはなかったそうで

す。 

村人たちは，これを神様のお

かげと感謝し，病気除けとして

黄ぶなの形をした物を毎年新

年に神様に供えるようになっ

たということです。 


